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辺で生まれ育ち、そこで育まれた五感にしみわたる記憶が創作理念となり日本の自然観と芸術観として色濃
く反映されている。また、論文では一方に偏重しない自然と人間の“はざま”のあり方を、細心の注意を払
いながら探っている。 
彫刻の表層・質量の空間の関係性と表現性に触れる論考の核となる「無名性」という意味合いについて
も、言語化の難しさはあるものの、作者としての制作時に残る「手の痕跡」を消し去ることでより自身の表
現範囲が広がり、それが「自然」に近づく一歩とする新しい彫刻の更なる表現性を獲得しようとしている。
実制作と論文は、並行して確認と論考を繰り返し進めることで作者の彫刻作品としての精度を高めている。  
彫刻の歴史でも、建築様式の「無名性」といってもいい彫刻群は少なくない、また、古代ギリシアのクロ
ース像のように統一された様式性が全体を支配し同じスタイルが形成され個人の彫刻家としての特徴は控え
めな一面もある。また逆な視点として近代においては、ロダンやブールデル、ロッソなどのように表現の
「手の痕跡」として、ディテールやマチュエールがそのまま残されることがむしろ新しい時代の表現の可能
性として新鮮な表現であった。 
 提出作品、「Surface」「Line」「Point」の３作品では、具象的なタイトルだが造形は具象と抽象の中間を意
図し具体的な制作工程と、「手の痕跡」を消し去ったその過程で生じたヒビやバリなどの偶然を、そのまま生
かし、展示についても、その場と空間性を生かしながら、緊密で自然な展示をすることで、より個人の感情
を排除することでさらなる普遍性と人類共通の夢を導き出そうという仕組みを構造としているすぐれた表現
となっている。 
 総合審査結果として、本研究の内容は提出された論文、作品共に質の高い優れた研究成果であるとし高く
評価を受け合格とした。 
 
 
